
【編集・発行】平戸市立病院広報委員会　　【印　刷】有限会社ケンホクプリント

 ●国民健康保険平戸市民病院　〒859-5393　長崎県平戸市草積町1125番地12　　　☎0950-28-1113　Fax 0950-28-0800

　 ホームページ　http：//hirado-munic ipa l -hosp ita l .com/

 ●平戸市立生月病院　　　　　〒859-5704　長崎県平戸市生月町山田免2965番地　☎0950-53-2155　Fax 0950-53-3009

　 ホームページ　http：//ik itsuk i -hosp ita l .com/

外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー
■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院

※月・水・金曜日の午後「△」は輪番制です。
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毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）       
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平戸市民病院
平戸市民病院

伊万里有田共立病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11月14日（月）～18日（金）午前中       
12月12日（月）～16日（金）午前中       
１月16日（月）～20日（金）午前中       
小林医師が診察する週以外の火曜日（午後のみ）       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
３ヵ月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）       



　平戸市病院事業は、公営企業会計として、原則、独立採算制をとっており、みなさまの入院・外来など診療
費を主な収入として経営しています。平成 27 年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。
地域の医療を守るため、今後も持続可能な経営を行っていきます。
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生月病院　7億4,896万円
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◆患者動向

◆正規職員数（単位：人）

◆固定資産明細（単位：万円）

◆主な資産購入・工事・資産の除却
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材料費 16,920万円材料費 16,920万円
経費 28,889万円経費 28,889万円
減価償却費 14,526万円減価償却費 14,526万円
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給与費 48,040万円給与費 48,040万円
材料費 7,242万円材料費 7,242万円
経費 11,656万円経費 11,656万円
減価償却費 5,436万円減価償却費 5,436万円
資産減耗費 163万円資産減耗費 163万円
研究研修費 95万円研究研修費 95万円
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材料費 7,242万円
経費 11,656万円
減価償却費 5,436万円
資産減耗費 163万円
研究研修費 95万円

医業利益 経常利益 企業債残高純利益
平戸市民病院
生月病院

△1億2,511万円
△1億1,714万円

1億443万円
339万円

1億150万円
134万円

12億5,380万円
1億169万円
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　平戸市病院事業は、公営企業会計として、原則、独立採算制をとっており、みなさまの入院・外来など診療
費を主な収入として経営しています。平成 27 年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。
地域の医療を守るため、今後も持続可能な経営を行っていきます。

平戸市民病院　16億7,121万円

生月病院　7億4,896万円

平戸市民病院　15億6,971万円

生月病院　7億4,762万円

特別利益

特別利益

129万円

106万円

13,872万円13,872万円

入院 33,543万円入院 33,543万円
外来 20,175万円外来 20,175万円
その他 7,200万円その他 7,200万円

13,872万円

60,918万円

医業収益

医業収益

135,911万円

医業外収益

医業外収益

31,081万円31,081万円31,081万円

補助金 116万円補助金 116万円
負担金交付金 20,071万円負担金交付金 20,071万円
患者外給食 89万円患者外給食 89万円
長期前受金戻入 9,658万円長期前受金戻入 9,658万円
その他 1,147万円その他 1,147万円

補助金 116万円
負担金交付金 20,071万円
患者外給食 89万円
長期前受金戻入 9,658万円
その他 1,147万円

補助金 116万円補助金 116万円
負担金交付金 9,783万円負担金交付金 9,783万円
患者外給食 54万円患者外給食 54万円
長期前受金戻入 3,555万円長期前受金戻入 3,555万円
その他 364万円その他 364万円

補助金 116万円
負担金交付金 9,783万円
患者外給食 54万円
長期前受金戻入 3,555万円
その他 364万円

入院 79,002万円入院 79,002万円
外来 38,949万円外来 38,949万円
訪問看護 1,214万円訪問看護 1,214万円
通所リハ 3,311万円通所リハ 3,311万円
その他 13,435万円その他 13,435万円

入院 79,002万円
外来 38,949万円
訪問看護 1,214万円
通所リハ 3,311万円
その他 13,435万円

入院 33,543万円
外来 20,175万円
その他 7,200万円

特別損失

医業費用

医業外費用

422万円

148,422万円

72,632万円

支払利息 4,108万円支払利息 4,108万円
長期前払消費税勘定償却 229万円長期前払消費税勘定償却 229万円
雑損失 3,790万円雑損失 3,790万円

支払利息 4,108万円
長期前払消費税勘定償却 229万円
雑損失 3,790万円

支払利息 167万円支払利息 167万円
雑損失 1,652万円雑損失 1,652万円
支払利息 167万円
雑損失 1,652万円

特別損失

医業費用

医業外費用

311万円

1,819万円

8,127万円

◆患者動向

◆正規職員数（単位：人）

◆固定資産明細（単位：万円）

◆主な資産購入・工事・資産の除却

決
算
概
要

本年度
前年度
比　較
本年度
前年度
比　較

32,981
33,336
△355
14,946
16,369
△1,423

90.1
91.3
△1.2
40.8
44.8
△4.0

55,084
55,360
△276
31,321
31,648
△327

226.7
226.9
△0.2
128.9
129.7
△0.8

88,065
88,696
△631
46,267
48,017
△1,750

100
110
△10
60
60
0

58
58
0
60
60
0

42
52
△10

　 －　
　 －　
　 －　

90.1
83.0
7.1
68.1
74.7
△6.6

病床利用率
（％）

病　床　数入院患者（人） 外来患者（人） 患者延数
（人） 療養一般１日平均延数 １日平均延数

区　　分

計

准
看
護
師

看

護

師

臨
床
工
学
技
士

言
語
聴
覚
士

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

放
射
線
技
師

栄

養

士

薬

剤

師

医

師

事

務

区　分

区　分

区　分 資産名 金　額 備　　考

リース資産 合　計土　地 建　物 構築物 器械備品 車　両
今年度増加額
今年度減少額
年度末残高
今年度増加額
今年度減少額
年度末残高

18,717
　
　
741

　
1,814

202,509
769
　

96,459

　
　

102,886
34
　
671

5,481
426

104,892
2,751
1,451
41,188

641
259
2,658

206

0
　

　320
211

6,122
2,499

431,662
3,554
1,771

139,476

救急車
電話交換設備
旧医師住宅
内視鏡光源装置
２階病室建具改修
エコー室新設

4,637,020円
10,458,720円
△18,144,590円
6,177,600円
7,009,200円
1,296,000円

　
　
解体工事費　2,361,960円（２棟）
　
　
　

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状

況
は
況
は
、収
益
的
収
支
に
お
い
て
、

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、

収
入
総
額

収
入
総
額
2424
億
２
千

億
２
千
1717
万
円
に

万
円
に

対
し
、
支
出
総
額

対
し
、
支
出
総
額
2323
億
１
千
７

億
１
千
７

３
３
万
円
と
差
引
１
億
２
８
４

３
３
万
円
と
差
引
１
億
２
８
４

万
円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す

万
円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
手
術

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
手
術

件
数
の
増
加
に
よ
り
、
１
億
１

件
数
の
増
加
に
よ
り
、
１
億
１

５
０
万
円
の
純
利
益
、
生
月
病

５
０
万
円
の
純
利
益
、
生
月
病

院
は
入
院
患
者
が
減
少
し
、
収

院
は
入
院
患
者
が
減
少
し
、
収

益
を
圧
迫
し
た
も
の
の
、
１
３

益
を
圧
迫
し
た
も
の
の
、
１
３

４
万
円
の
純
利
益
を
確
保
し
ま

４
万
円
の
純
利
益
を
確
保
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

両
病
院
と
も
、
純
利
益
を
確

　

両
病
院
と
も
、
純
利
益
を
確

保
出
来
ま
し
た
が
、
収
入
の
一
部

保
出
来
ま
し
た
が
、
収
入
の
一
部

を
国
の
制
度
に
よ
る
繰
入
金
に

を
国
の
制
度
に
よ
る
繰
入
金
に

頼
っ
て
お
り
、
医
業
利
益
は

頼
っ
て
お
り
、
医
業
利
益
は
、市

民
病
院
で
△
１
億
２
千
５
１
１

民
病
院
で
△
１
億
２
千
５
１
１

万
円
、
生
月
病
院
で
△
１
億
１

万
円
、
生
月
病
院
で
△
１
億
１

千
７
１
４
万
円
と
、
赤
字
と
な

千
７
１
４
万
円
と
、
赤
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
患
者
満

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
患
者
満

足
度
を
高
め
な
が
ら
、
医
業
収

足
度
を
高
め
な
が
ら
、
医
業
収

益
の
確
保
と
、
医
業
費
用
の
縮

益
の
確
保
と
、
医
業
費
用
の
縮

減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
一
方
で
、
医
師
不
足
は
慢
性

　
一
方
で
、
医
師
不
足
は
慢
性

的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
収

的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
収

益
が
伸
び
悩
む
要
因
と
な
っ
て
い

益
が
伸
び
悩
む
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
医
師
確
保

ま
す
。
引
き
続
き
、
医
師
確
保

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状

況
は
、収
益
的
収
支
に
お
い
て
、

収
入
総
額
24
億
２
千
17
万
円
に

対
し
、
支
出
総
額
23
億
１
千
７

３
３
万
円
と
差
引
１
億
２
８
４

万
円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
手
術

件
数
の
増
加
に
よ
り
、
１
億
１

５
０
万
円
の
純
利
益
、
生
月
病

院
は
入
院
患
者
が
減
少
し
、
収

益
を
圧
迫
し
た
も
の
の
、
１
３

４
万
円
の
純
利
益
を
確
保
し
ま

し
た
。

　

両
病
院
と
も
、
純
利
益
を
確

保
出
来
ま
し
た
が
、
収
入
の
一
部

を
国
の
制
度
に
よ
る
繰
入
金
に

頼
っ
て
お
り
、
医
業
利
益
は
、市

民
病
院
で
△
１
億
２
千
５
１
１

万
円
、
生
月
病
院
で
△
１
億
１

千
７
１
４
万
円
と
、
赤
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
患
者
満

足
度
を
高
め
な
が
ら
、
医
業
収

益
の
確
保
と
、
医
業
費
用
の
縮

減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
一
方
で
、
医
師
不
足
は
慢
性

的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
収

益
が
伸
び
悩
む
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
医
師
確
保

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

給与費 87,299万円給与費 87,299万円
材料費 16,920万円材料費 16,920万円
経費 28,889万円経費 28,889万円
減価償却費 14,526万円減価償却費 14,526万円
資産減耗費 396万円資産減耗費 396万円
研究研修費 392万円研究研修費 392万円

給与費 87,299万円
材料費 16,920万円
経費 28,889万円
減価償却費 14,526万円
資産減耗費 396万円
研究研修費 392万円

給与費 48,040万円給与費 48,040万円
材料費 7,242万円材料費 7,242万円
経費 11,656万円経費 11,656万円
減価償却費 5,436万円減価償却費 5,436万円
資産減耗費 163万円資産減耗費 163万円
研究研修費 95万円研究研修費 95万円

給与費 48,040万円
材料費 7,242万円
経費 11,656万円
減価償却費 5,436万円
資産減耗費 163万円
研究研修費 95万円

医業利益 経常利益 企業債残高純利益
平戸市民病院
生月病院

△1億2,511万円
△1億1,714万円

1億443万円
339万円

1億150万円
134万円

12億5,380万円
1億169万円

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

4

4

7

4

1

1

2

1

3

1

4

1

5

3

2

1

1

0

1

0
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2

3
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　他の病院でリハビリテーションを受けている方や、訪問リハビリテーション、通所リハ

リハビリテーションを利用されている方は外来リハビリテーションの併用ができませんの

でご注意下さい。

　詳細については、主治医やケアマネジャーへ、お気軽にご相談ください。

お
試
し
く
だ
さ
い
!

お
試
し
く
だ
さ
い
!

外外
来
リ
ハ
ビ
リ

外
来
リ
ハ
ビ
リ

　

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
入
院

す
る
患
者
さ
ん
が
、
退
院
に
向
け
、
日
常

生
活
で
必
要
な
動
作
を
取
り
戻
す
た
め
に

行
う
も
の
と
考
え
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
、
市
民
病
院
や
生
月
病
院
で
も
、

多
く
の
入
院
患
者
さ
ん
が
、
退
院
へ
向
け
た

リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
入
院
を
し
な
く
て
も
、

通
院
可
能
な
方
は
、「
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
病
院
の
外
来
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

様
々
な
疾
患
で
、
日
常
生
活
に
支
障
を

感
じ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
に

よ
り
、
運
動
療
法
や
生
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
な
が
ら
、
症
状
の
改
善
や
日
常
生
活

の
改
善
、
趣
味
な
ど
の
活
動
拡
大
を
目
標

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
慢
性
的
な
膝
の
痛
み
が
あ
り
、

歩
く
こ
と
が
辛
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
、

外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
動
療
法
が

有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ど
ん
な
人
が
対
象
と
な
る
の
？

①
脳
卒
中
や
頭
部
外
傷
な
ど
の
脳
血
管
疾

　

患
に
よ
り
体
に
麻
痺
が
あ
る
方

②
骨
折
後
や
そ
の
手
術
後
、
腰
椎
ヘ
ル
ニ
ア

　

や
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
の
整
形
疾
患

　
の
あ
る
方

③
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
難
病
疾
患
の
方

④
認
知
症
や
高
次
脳
機
能
障
害
な
ど
に
よ

　

り
認
知
機
能
低
下
の
あ
る
方

⑤
運
動
や
精
神
の
発
達
等
の
不
安
の
あ
る

　

方

　
こ
れ
ら
の
疾
患
以
外
で
も
、
退
院
後
に

継
続
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な

方
や
、
様
々
な
疾
患
に
よ
り
、
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
方
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
や
る
の
？

　

運
動
療
法
で
は
、
症
状
に
合
わ
せ
て
、

関
節
の
動
か
し
に
く
さ
に
対
し
て
の
ス
ト
レ

ッ
チ
や
筋
力
向
上
の
た
め
の
マ
シ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ご
家
庭
で
も
で
き
る
体
操
の
指
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

認
知
機
能
の
低
下
の
あ
る
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、
障
害
度
合
の
評
価
、
リ
ハ
ビ

リ
や
生
活
支
援
の
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

脳
疾
患
等
に
よ
り
、
言
葉
の
出
に
く
さ
が

あ
る
患
者
さ
ん
に
は
、
発
語
・
発
声
の
練

習
、
飲
み
込
み
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

嚥
下
体
操
を
行
い
ま
す
。

　

小
児
の
発
達
支
援
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
支
援
（
生
活
動
作
・
遊
び

の
支
援
、
園
・
学
校
支
援
、
家
族
の
支
援

な
ど
）
を
行
い
、
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
松
葉
杖
の
貸
し
出
し
や
杖
、

福
祉
用
具
の
購
入
や
調
整
の
お
手
伝
い
、

離
島
に
お
住
ま
い
の
方
や
通
院
が
難
し
い
方

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
、
住
環
境
の
調
整

な
ど
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
症
状
や
障
害
は
、
様
々
な

の
で
、
可
能
な
限
り
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
地
域
や

家
庭
で
活
き
活
き
と
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
看
護
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

鄭
成
功
は
平
戸
出
身
の
中
世
の
英
雄
で

す
。
明
国
人
の
父
鄭
芝
竜
と
日
本
人
の
母

田
川
マ
ツ
を
持
ち
、
台
湾
で
は
孫
文
や
蒋

介
石
に
並
び
称
さ
れ
「
三
人
の
国
神
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
興
味
が
あ
っ

て
そ
の
鄭
成
功
を
調
べ
る
う
ち
に
知
っ
た

郷
土
の
話
と
物
語
を
し
ま
す
。
僻
地
と
言

わ
れ
る
こ
の
地
が
中
世
に
お
い
て
光
り
輝
い

て
い
た
と
知
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
以
下
の
話
で
は
、
誇
張
や
想
像
が
少
々

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
諸
賢
に
於
か

れ
て
は
首
を
傾
げ
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
有
田
焼
（
鍋
島
藩
）
波
佐
見
焼

（
大
村
藩
）
三
川
内
焼
（
平
戸
藩
）
の
境

界
と
な
る
三
領
石
に
足
を
運
び
ま
し
た
（
写

真
）。
平
戸
焼
っ
て
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
実
は
平
戸
焼
イ
コ
ー
ル
三
川
内
焼

で
し
た
。
三
川
内
焼
は
文
禄
・
慶
長
の
役

（
朝
鮮
出
兵
）
の
際
に
松
浦
鎮
信
、
久
信

親
子
が
朝
鮮
か
ら
多
く
の
陶
工
を
連
れ
て

帰
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

な
ら
ば
、
有
田
焼
も
波
佐
見
焼
も
三
川
内

焼
も
平
戸
の
お
殿
様
の
お
か
げ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
碑
は
後
に
窯
に
使

う
薪
で
争
い
が
あ
っ
て
設
置
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
私
は
佐
世
保
が
元
平
戸
領
と
わ

か
り
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
平
戸
藩
は
西

九
州
の
覇
者
で
し
た
。

　
こ
こ
に
『
西
海
の
覇
王
』
と
い
う
小
説

が
あ
り
ま
す
（
写
真
）。
松
浦
水
軍
か
ら

西
九
州
の
豪
族
と
な
り
戦
国
大
名
に
の
し

上
が
っ
た
松
浦
隆
信
（
道
可
）、
そ
し
て
秀

吉
、
家
康
の
間
を
上
手
く
立
ち
回
り
平
戸

藩
６
万
３
千
石
を
確
立
し
た
鎮
信
（
法
印
）

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鎮
信
は
息
子
久
信

と
朝
鮮
で
小
西
行
長
に
仕
え
、
八
面
六
臂

の
活
躍
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
平
戸
城
は

朝
鮮
出
兵
後
、
出
城
の
名
護
屋
城
を
解
い

た
後
を
使
用
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
家
康

の
時
代
に
な
る
と
禍
（
わ
ざ
わ
い
）
の
元

と
判
断
、
折
角
の
平
戸
城
は
自
ら
燃
や
し

て
い
ま
す
。
機
を
見
る
に
敏
で
あ
り
、
経

済
活
動
に
お
い
て
は
危
な
い
橋
を
渡
る
こ

と
も
厭
わ
な
い
の
で
す
。

　
田
川
七
左
衛
門
は
田
川
マ
ツ
の
父
、
鄭

成
功
の
祖
父
で
す
。
な
ん
と
彼
は
平
戸
市

民
病
院
の
祖
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日

本
初
の
病
院
は
大
分
に
大
友
宗
麟
の
も
と
、

１
５
４
８
年
ア
ル
メ
イ
ダ
が
設
立
し
ま
し

た
。
内
科
、
外
科
、
ハン
セ
ン
氏
病
に
対
す

る
診
療
科
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ア
ル
メ
イ

ダ
は
翌
年
五
島
を
訪
れ
宇
久
純
定
を
治
療

し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
の
で
（
宇
久
は
平

戸
領
）こ
の
頃
平
戸
に
宣
教
師
に
よ
る
診
療

所
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
七
左
衛
門
は
堺
の
商
家
の
生
ま
れ
で
小

西
行
長
に
仕
え
た
と
あ
り
ま
す
。
文
禄
・

慶
長
の
役
に
従
軍
し
関
ヶ
原
で
は
西
軍
に

参
加
、
敗
北
し
平
戸
に
逃
げ
落
ち
て
い
ま

す
。『
国
姓
爺
鄭
成
功
』（
写
真
）
に
よ
る

と
七
左
衛
門
は
紐
差
に
あ
っ
た
教
会
付
属

診
療
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。
１
６
１
４
年

の
幕
府
に
よ
る
禁
教
令
以
降
ポ
ル
ト
ガ
ル

や
イ
ス
パ
ニ
ヤ
人
が
退
去
す
る
と
紐
差
は
寂

れ
、
変
わ
っ
て
川
内
が
繁
栄
し
ま
し
た
。

七
左
衛
門
は
14
年
ほ
ど
紐
差
で
診
療
に
あ

た
り
松
庵
と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域

に
根
ざ
し
た
医
師
に
成
長
し
、
信
用
を
得

て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
西
日
本
や
西
南
諸
島
に
お
け
る

交
通
手
段
は
船
で
す
か
ら
広
い
内
陸
都
市

よ
り
機
能
的
な
港
湾
を
持
つ
都
市
が
発
達

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
で
は
僻
地
、
田
舎

と
言
わ
れ
る
紐
差
や
川
内
も
国
際
的
な
町

に
な
り
え
た
の
で
す
。
松
浦
氏
は
莫
大
な

利
益
を
も
た
ら
す
貿
易
を
重
視
し
、
幕
府

の
監
視
を
か
い
く
ぐ
っ
て
い
た
と
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。
平
戸
の
津
々
浦
々
に
は
明
国

人
が
住
み
、
外
国
人
目
当
て
の
遊
郭
が
川

内
丸
山
の
岬
に
あ
っ
た
ほ
ど
で
イ
ギ
リ
ス

人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
も
闊
歩
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
余
談
で
す
が
、
今
の
明
の
川
内
町
は

江
戸
時
代
に
行
儀
の
悪
い
明
国
人
海
賊
が

集
め
ら
れ
て
で
き
た
集
落
だ
そ
う
で
す
。

　

禁
教
令
の
後
で
す
か
ら
１
６
１
５
年
頃

で
し
ょ
う
。
平
戸
藩
で
は
川
内
に
公
立
診

療
所
を
設
立
す
る
話
が
生
じ
ま
す
。
松
庵

は
紐
差
時
代
か
ら
の
友
人
、
朱
印
船
貿
易

商
小
川
理
右
衛
門
に
口
説
か
れ
ま
す
。「
ど

う
で
あ
ろ
う
松
庵
殿
。
こ
の
話
は
町
年
寄

の
助
太
夫
殿
も
賛
成
な
の
じ
ゃ
。
あ
な
た

が
、
そ
の
気
で
あ
れ
ば
、
私
か
ら
松
浦
候

に
言
上
す
る
が
。」
川
内
に
こ
う
や
っ
て
平

戸
藩
立
診
療
所
が
で
き
た
の
で
す
。

　
田
川
七
左
衛
門
は
小
西
行
長
の
家
臣
、

久
信
は
父
鎮
信
と
朝
鮮
に
従
軍
し
て
お
り

二
人
と
も
小
西
隊
所
属
で
す
。
歳
も
近
く

二
人
は
身
分
に
違
い
こ
そ
あ
れ
戦
友
で
し

た
。
秀
吉
の
死
後
、
平
戸
は
家
康
側
に
つ

く
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
の
で
、
小
西
行

長
と
は
敵
味
方
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
関
ヶ
原
で
の
小
西
行
長
斬
首
の

報
に
接
し
た
久
信
は
七
左
衛
門
救
出
に
向

か
い
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
無
事
に
七
左
衛

門
は
平
戸
の
地
を
踏
ん
だ
の
で
し
た
。

平
戸
市
民
病
院　

医
師　

堤　

竜
二三領石

『西海の覇王』

『国姓爺鄭成功』

田
川
七
左
衛
門
外
伝

三
領
石

西
海
の
覇
王

田
川
七
左
衛
門

七
左
衛
門
と
松
浦
久
信



　他の病院でリハビリテーションを受けている方や、訪問リハビリテーション、通所リハ

リハビリテーションを利用されている方は外来リハビリテーションの併用ができませんの

でご注意下さい。

　詳細については、主治医やケアマネジャーへ、お気軽にご相談ください。

お
試
し
く
だ
さ
い
!

お
試
し
く
だ
さ
い
!

外外
来
リ
ハ
ビ
リ

外
来
リ
ハ
ビ
リ

　

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
入
院

す
る
患
者
さ
ん
が
、
退
院
に
向
け
、
日
常

生
活
で
必
要
な
動
作
を
取
り
戻
す
た
め
に

行
う
も
の
と
考
え
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
、
市
民
病
院
や
生
月
病
院
で
も
、

多
く
の
入
院
患
者
さ
ん
が
、
退
院
へ
向
け
た

リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
入
院
を
し
な
く
て
も
、

通
院
可
能
な
方
は
、「
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
病
院
の
外
来
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

様
々
な
疾
患
で
、
日
常
生
活
に
支
障
を

感
じ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
に

よ
り
、
運
動
療
法
や
生
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
な
が
ら
、
症
状
の
改
善
や
日
常
生
活

の
改
善
、
趣
味
な
ど
の
活
動
拡
大
を
目
標

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
慢
性
的
な
膝
の
痛
み
が
あ
り
、

歩
く
こ
と
が
辛
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
、

外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
動
療
法
が

有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ど
ん
な
人
が
対
象
と
な
る
の
？

①
脳
卒
中
や
頭
部
外
傷
な
ど
の
脳
血
管
疾

　

患
に
よ
り
体
に
麻
痺
が
あ
る
方

②
骨
折
後
や
そ
の
手
術
後
、
腰
椎
ヘ
ル
ニ
ア

　

や
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
の
整
形
疾
患

　
の
あ
る
方

③
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
難
病
疾
患
の
方

④
認
知
症
や
高
次
脳
機
能
障
害
な
ど
に
よ

　

り
認
知
機
能
低
下
の
あ
る
方

⑤
運
動
や
精
神
の
発
達
等
の
不
安
の
あ
る

　

方

　
こ
れ
ら
の
疾
患
以
外
で
も
、
退
院
後
に

継
続
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な

方
や
、
様
々
な
疾
患
に
よ
り
、
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
方
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
や
る
の
？

　

運
動
療
法
で
は
、
症
状
に
合
わ
せ
て
、

関
節
の
動
か
し
に
く
さ
に
対
し
て
の
ス
ト
レ

ッ
チ
や
筋
力
向
上
の
た
め
の
マ
シ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ご
家
庭
で
も
で
き
る
体
操
の
指
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

認
知
機
能
の
低
下
の
あ
る
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、
障
害
度
合
の
評
価
、
リ
ハ
ビ

リ
や
生
活
支
援
の
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

脳
疾
患
等
に
よ
り
、
言
葉
の
出
に
く
さ
が

あ
る
患
者
さ
ん
に
は
、
発
語
・
発
声
の
練

習
、
飲
み
込
み
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

嚥
下
体
操
を
行
い
ま
す
。

　

小
児
の
発
達
支
援
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
支
援
（
生
活
動
作
・
遊
び

の
支
援
、
園
・
学
校
支
援
、
家
族
の
支
援

な
ど
）
を
行
い
、
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
松
葉
杖
の
貸
し
出
し
や
杖
、

福
祉
用
具
の
購
入
や
調
整
の
お
手
伝
い
、

離
島
に
お
住
ま
い
の
方
や
通
院
が
難
し
い
方

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
、
住
環
境
の
調
整

な
ど
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
症
状
や
障
害
は
、
様
々
な

の
で
、
可
能
な
限
り
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
地
域
や

家
庭
で
活
き
活
き
と
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
看
護
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

鄭
成
功
は
平
戸
出
身
の
中
世
の
英
雄
で

す
。
明
国
人
の
父
鄭
芝
竜
と
日
本
人
の
母

田
川
マ
ツ
を
持
ち
、
台
湾
で
は
孫
文
や
蒋

介
石
に
並
び
称
さ
れ
「
三
人
の
国
神
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
興
味
が
あ
っ

て
そ
の
鄭
成
功
を
調
べ
る
う
ち
に
知
っ
た

郷
土
の
話
と
物
語
を
し
ま
す
。
僻
地
と
言

わ
れ
る
こ
の
地
が
中
世
に
お
い
て
光
り
輝
い

て
い
た
と
知
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
以
下
の
話
で
は
、
誇
張
や
想
像
が
少
々

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
諸
賢
に
於
か

れ
て
は
首
を
傾
げ
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
有
田
焼
（
鍋
島
藩
）
波
佐
見
焼

（
大
村
藩
）
三
川
内
焼
（
平
戸
藩
）
の
境

界
と
な
る
三
領
石
に
足
を
運
び
ま
し
た
（
写

真
）。
平
戸
焼
っ
て
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
実
は
平
戸
焼
イ
コ
ー
ル
三
川
内
焼

で
し
た
。
三
川
内
焼
は
文
禄
・
慶
長
の
役

（
朝
鮮
出
兵
）
の
際
に
松
浦
鎮
信
、
久
信

親
子
が
朝
鮮
か
ら
多
く
の
陶
工
を
連
れ
て

帰
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

な
ら
ば
、
有
田
焼
も
波
佐
見
焼
も
三
川
内

焼
も
平
戸
の
お
殿
様
の
お
か
げ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
碑
は
後
に
窯
に
使

う
薪
で
争
い
が
あ
っ
て
設
置
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
私
は
佐
世
保
が
元
平
戸
領
と
わ

か
り
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
平
戸
藩
は
西

九
州
の
覇
者
で
し
た
。

　
こ
こ
に
『
西
海
の
覇
王
』
と
い
う
小
説

が
あ
り
ま
す
（
写
真
）。
松
浦
水
軍
か
ら

西
九
州
の
豪
族
と
な
り
戦
国
大
名
に
の
し

上
が
っ
た
松
浦
隆
信
（
道
可
）、
そ
し
て
秀

吉
、
家
康
の
間
を
上
手
く
立
ち
回
り
平
戸

藩
６
万
３
千
石
を
確
立
し
た
鎮
信
（
法
印
）

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鎮
信
は
息
子
久
信

と
朝
鮮
で
小
西
行
長
に
仕
え
、
八
面
六
臂

の
活
躍
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
平
戸
城
は

朝
鮮
出
兵
後
、
出
城
の
名
護
屋
城
を
解
い

た
後
を
使
用
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
家
康

の
時
代
に
な
る
と
禍
（
わ
ざ
わ
い
）
の
元

と
判
断
、
折
角
の
平
戸
城
は
自
ら
燃
や
し

て
い
ま
す
。
機
を
見
る
に
敏
で
あ
り
、
経

済
活
動
に
お
い
て
は
危
な
い
橋
を
渡
る
こ

と
も
厭
わ
な
い
の
で
す
。

　
田
川
七
左
衛
門
は
田
川
マ
ツ
の
父
、
鄭

成
功
の
祖
父
で
す
。
な
ん
と
彼
は
平
戸
市

民
病
院
の
祖
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日

本
初
の
病
院
は
大
分
に
大
友
宗
麟
の
も
と
、

１
５
４
８
年
ア
ル
メ
イ
ダ
が
設
立
し
ま
し

た
。
内
科
、
外
科
、
ハン
セ
ン
氏
病
に
対
す

る
診
療
科
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ア
ル
メ
イ

ダ
は
翌
年
五
島
を
訪
れ
宇
久
純
定
を
治
療

し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
の
で
（
宇
久
は
平

戸
領
）こ
の
頃
平
戸
に
宣
教
師
に
よ
る
診
療

所
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
七
左
衛
門
は
堺
の
商
家
の
生
ま
れ
で
小

西
行
長
に
仕
え
た
と
あ
り
ま
す
。
文
禄
・

慶
長
の
役
に
従
軍
し
関
ヶ
原
で
は
西
軍
に

参
加
、
敗
北
し
平
戸
に
逃
げ
落
ち
て
い
ま

す
。『
国
姓
爺
鄭
成
功
』（
写
真
）
に
よ
る

と
七
左
衛
門
は
紐
差
に
あ
っ
た
教
会
付
属

診
療
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。
１
６
１
４
年

の
幕
府
に
よ
る
禁
教
令
以
降
ポ
ル
ト
ガ
ル

や
イ
ス
パ
ニ
ヤ
人
が
退
去
す
る
と
紐
差
は
寂

れ
、
変
わ
っ
て
川
内
が
繁
栄
し
ま
し
た
。

七
左
衛
門
は
14
年
ほ
ど
紐
差
で
診
療
に
あ

た
り
松
庵
と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域

に
根
ざ
し
た
医
師
に
成
長
し
、
信
用
を
得

て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
西
日
本
や
西
南
諸
島
に
お
け
る

交
通
手
段
は
船
で
す
か
ら
広
い
内
陸
都
市

よ
り
機
能
的
な
港
湾
を
持
つ
都
市
が
発
達

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
で
は
僻
地
、
田
舎

と
言
わ
れ
る
紐
差
や
川
内
も
国
際
的
な
町

に
な
り
え
た
の
で
す
。
松
浦
氏
は
莫
大
な

利
益
を
も
た
ら
す
貿
易
を
重
視
し
、
幕
府

の
監
視
を
か
い
く
ぐ
っ
て
い
た
と
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。
平
戸
の
津
々
浦
々
に
は
明
国

人
が
住
み
、
外
国
人
目
当
て
の
遊
郭
が
川

内
丸
山
の
岬
に
あ
っ
た
ほ
ど
で
イ
ギ
リ
ス

人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
も
闊
歩
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
余
談
で
す
が
、
今
の
明
の
川
内
町
は

江
戸
時
代
に
行
儀
の
悪
い
明
国
人
海
賊
が

集
め
ら
れ
て
で
き
た
集
落
だ
そ
う
で
す
。

　

禁
教
令
の
後
で
す
か
ら
１
６
１
５
年
頃

で
し
ょ
う
。
平
戸
藩
で
は
川
内
に
公
立
診

療
所
を
設
立
す
る
話
が
生
じ
ま
す
。
松
庵

は
紐
差
時
代
か
ら
の
友
人
、
朱
印
船
貿
易

商
小
川
理
右
衛
門
に
口
説
か
れ
ま
す
。「
ど

う
で
あ
ろ
う
松
庵
殿
。
こ
の
話
は
町
年
寄

の
助
太
夫
殿
も
賛
成
な
の
じ
ゃ
。
あ
な
た

が
、
そ
の
気
で
あ
れ
ば
、
私
か
ら
松
浦
候

に
言
上
す
る
が
。」
川
内
に
こ
う
や
っ
て
平

戸
藩
立
診
療
所
が
で
き
た
の
で
す
。

　
田
川
七
左
衛
門
は
小
西
行
長
の
家
臣
、

久
信
は
父
鎮
信
と
朝
鮮
に
従
軍
し
て
お
り

二
人
と
も
小
西
隊
所
属
で
す
。
歳
も
近
く

二
人
は
身
分
に
違
い
こ
そ
あ
れ
戦
友
で
し

た
。
秀
吉
の
死
後
、
平
戸
は
家
康
側
に
つ

く
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
の
で
、
小
西
行

長
と
は
敵
味
方
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
関
ヶ
原
で
の
小
西
行
長
斬
首
の

報
に
接
し
た
久
信
は
七
左
衛
門
救
出
に
向

か
い
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
無
事
に
七
左
衛

門
は
平
戸
の
地
を
踏
ん
だ
の
で
し
た
。

平
戸
市
民
病
院　

医
師　

堤　

竜
二三領石

『西海の覇王』

『国姓爺鄭成功』

田
川
七
左
衛
門
外
伝

三
領
石

西
海
の
覇
王

田
川
七
左
衛
門

七
左
衛
門
と
松
浦
久
信



 
 

name  髙栁　宏史  
         （熊本大学医学部附属病院） 

 

name 今村　祐子

 

自らの体験から、東日本大震災と熊本地震の現場
で起きた医療課題を取り上げ、震災発生直後から
時間の経過とともに、刻 と々変化していく医療のニ
ーズや課題をお話しいただきました。また、総合
医として多様な役割を被災地で果たすためには、
何をなすべきかを講演されました。

現地実習では、押渕医院、柿添
病院、青洲会病院、生月病院、
平戸市民病院に受け入れていた
だき、離島や在宅での診療を実
習しました。患者さんの多くは高
齢者で、地域の課題を垣間見る
ことができました。

医師としての理想や、自分の気持ちを日々考えな
がら研修に参加したり、診療にあたっていると、
家庭医のニーズやその魅力に気づいた。

 （長崎市　上戸町病院）

name 竹下　隼人
   （長崎県立五島病院）

総合診療医の定義はあいまいで、自分の専門決
める場合、考えることが多くある。自身は、外科
に進んだが、総合医＝内科医という認識が必ず
しも絶対でないことに気づいた。

総合診療科は、経済的にも社会的にも、多様な
背景を持つ患者が多い。ケアマネや看護師など
とチームで患者が関わっていく必要がある。

name 石川　大平
 （福岡県　飯塚病院）

ワールドカフェでは、団塊の世代が、一斉に
後期高齢者となり、医療・介護・年金などの
社会保障制度にとって大きな転換期となる
「2025 年問題」と、その時の地域医療をテ
ーマに討論しました。

　講師のみなさんや参加学生、
平戸市民病院の職員と、夕食交
流会を行い、地域医療の現場で
働くみなさんと、意見交換を行い
ました。
　地域医療に関心が高い学生に
は、ぜひ市民病院の医師として
働いてもらいたいと熱意を伝えま
した。

ワークショップでは、地域医療の最先端を担う
病院の在り方について、理想の病院像を自由
に作り上げ、その実現に向けて必要な取り組
みや、行政の在り方を討論しました。

　へき地病院再生支援・教育機構とながさき県北地域医療教育コンソー
シアムは、毎年８月末、全国の医学生を集め、地域医療の実情に触れな
がら、へき地や島で地域を支える医療の現場を知るため、サマーキャンプ
を実施し、期間中様々な研修メニューを行ってます。
　今年は、８月26日から３日間の日程で、長崎大学、琉球大学、長崎純
心大学から20人の学生と、医療関係者21人が参加しました。
　また地域の医療を支える医師として活躍されている先輩方など14 名を
講師にお招きし、自らの経験や実情、海外での地域医療の様子、どうし
たら地域の医師になれるのかについてお話をいただきました。

＜ワールドカフェ
＆ワークショップ

＞

＜先輩医師から
講話＞

＜現地実習＞

＜交流会＞
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乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフィ）を更新しました乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフィ）を更新しました！乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフィ）を更新しました！
　

最
近
、
書
店
に
行
く
と
遺
言
ノ
ー
ト
、

終
末
医
療
、
緩
和
ケ
ア
、
ホ
ス
ピ
ス
な

ど
の
本
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
が
多
く
な
っ
た
の
は
、

自
分
の
最
期
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
人
、

整
理
し
た
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
は
元

気
な
う
ち
は
な
か
な
か
自
分
の
最
期
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
の
進
行
や
身
体
機
能
の
低
下
を
感

じ
た
時
に
初
め
て
、
「
自
分
の
死
」
と

い
う
も
の
も
考
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
決
し
て
避
け
て
通
る
こ
と

が
で
き
な
い
「
最
期
」
に
つ
い
て
、
自

分
の
想
い
や
、
希
望
す
る
形
を
考
え
る

機
会
に
な
る
よ
う
、
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ス
ス
メ
に
つ
い

て
お
届
け
し
ま
す
。

◆
『
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

　

ン
グ
』
っ
て
ど
ん
な
意
味
？

　
『
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
』
と
は
、「
将
来
も
し
自
分
に
意

思
決
定
能
力
が
な
く
な
っ
た
時
に
備
え

て
、
自
分
の
望
む
治
療
や
具
体
的
な
療

養
に
つ
い
て
、
事
前
に
話
し
合
う
過
程
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
様
々
な
選
択
が
迫
ら
れ
る
場
面

　

市
民
病
院
や
生
月
病
院
の
入
院
患
者

さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
で
、
自
分
の

意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難
な
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
突
然
意
識
を

な
く
し
、
入
院
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
は
、
病
気
の
療
養
に
お
い
て
、

選
択
を
迫
ら
れ
る
場
面
と
は
、
ど
ん
な

時
で
し
ょ
う
か
。

①
「
病
気
の
告
知
」　

②
「
再
発
・
進
行
」　

③
「
治
療
の
中
止
」　

④
「
終
末
期
の
治
療
」　
　
　
　
　
　

主
に
、
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
主
治
医

と
家
族
が
話
し
合
い
、
家
族
が
苦
渋
の

選
択
を
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
家
族
は
１
日
で
も
、
１

秒
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
う
も

の
で
す
が
、
意
識
の
無
い
患
者
さ
ん
を

看
護
す
る
中
で
、
こ
の
患
者
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ

う
、
今
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
、

ど
の
よ
う
な
最
期
を
望
ま
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
高
齢
で
ゆ
っ
く
り

と
身
体
機
能
が
低
下
し
、
病
気
の
進
行

と
と
も
に
死
を
迎
え
よ
う
と
す
る
患
者

さ
ん
が
自
分
の
人
生
、
自
分
ら
し
く
最

期
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

良
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
今
の
う
ち

か
ら
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
た
い
か

を
考
え
、
そ
れ
を
主
治
医
な
り
、
家
族

な
り
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

具
体
的
に
言
う
と
、

①
家
族
の
た
め
に
可
能
な
医
療
を
し
、

　

1
日
で
も
長
生
き
し
た
い
。

②
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
機
械
な
ど
は
付

　

け
て
ほ
し
く
な
い
。

③
御
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
、

　

何
も
せ
ず
自
然
に
看
取
っ
て
ほ
し
い
。

④
配
偶
者
を
お
い
て
逝
け
な
い
の
で
、

　

辛
い
治
療
も
頑
張
っ
て
受
け
た
い
。

⑤
家
族
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
、
静
か
に

　

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
。

◆
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

　

切
に

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
考
え
を
持

っ
て
い
ま
す
。
自
分
は
ど
の
よ
う
な
最

期
を
迎
え
た
い
の
か
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
、
家
族
な
ど
と
話
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方

は
、
本
人
が
ど
の
よ
う
な
最
期
を
過
ご

し
た
い
の
か
、
そ
れ
と
な
く
尋
ね
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
」
難
し
い
言
葉
で
す
か
、
頭
の
片

隅
に
少
し
で
も
留
め
て
も
ら
え
た
ら
幸

い
で
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
は
、
こ
の
９
月
に
、

乳
房
Ｘ
線
撮
影
装
置
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
）
を
最
新
機
種
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

近
年
関
心
の
高
ま
っ
て
い
る
乳
が
ん

の
早
期
発
見
に
効
果
的
と
言
わ
れ
て
お

り
、
市
民
病
院
で
も
、
検
診
な
ど
で
利

用
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の

紹
介
と
併
せ
て
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

◆
乳
が
ん
と
は

　

40
代
〜
50
代
の
女
性
の
罹
患
率
が
高

く
、
日
本
人
女
性
の
約
16
人
に
１
人
が

罹
患
す
る
病
気
で
す
。

　

乳
が
ん
は
、
乳
腺
の
石
灰
化
か
ら
始

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
灰
化
は
、

珍
し
い
症
状
で
は
な
く
、
健
康
な
人
で

も
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
撮
影
す
れ
ば
、

小
さ
な
点
が
確
認
で
き
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
が
集
ま
っ
て
発
生
す
る
よ
う
に
な

る
と
危
険
で
、
高
い
確
率
で
乳
が
ん
と

な
り
、
左
の
写
真
の
よ
う
に
、
白
い
影

の
塊
と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

◆
乳
が
ん
検
診
の
背
景

　

罹
患
し
て
死
亡
す
る
患
者
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

検
診
の 

「
質
」
が
大
き
な
問
題
で
す
。

今
ま
で
の
視
触
診
に
、
た
だ
単
に
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
を
追
加
す
る
だ
け
で
は
有

効
な
検
診
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
高
い
撮
影
技
術
と
高
度
な
読
影

力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
質

の
良
い
検
診
を
行
う
た
め
に
、
検
診
施

設
の
医
師
、
技
師
の
教
育
・
研
修
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
検
診
に
使
用
す
る
装

置
の
精
度
管
理
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
応
を
行
う
た
め
に
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
認
定
試
験
や
、
施
設

画
像
認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

撮
影
装
置
は
、
日
本
医
学
放
射
線
学

会
の
使
用
基
準
を
満
た
し
た
も
の
で
な

く
て
は
い
け
な
い
と
あ
ら
か
じ
め
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
し
、
撮
影
に
は
設
備
以

外
に
も
、
細
か
く
決
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
あ
り
、
特
殊
な
訓
練
を
積
ん

だ
医
師
と
放
射
線
技
師
で
な
け
れ
ば
正

確
に
検
査
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
認
定
試
験
は
、

合
格
率
30
％
か
ら
40
%
と
、
高
い
難
易

度
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
の
放
射
線
技
師
は
、
こ
れ

ら
の
認
定
試
験
に
お
い
て
、
Ａ
ラ
ン
ク

の
評
価
認
定
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
病
院
の
乳
が
ん
検
診

　

市
民
病
院
に
は
、
乳
腺
を
専
門
に
診

る
よ
う
な
医
師
や
読
影
の
プ
ロ
で
あ
る

放
射
線
科
の
医
師
が
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
通
じ
て
、

撮
影
し
た
画
像
を
専
門
の
放
射
線
科
読

影
医
に
送
信
し
、
そ
の
報
告
書
が
当
院

に
送
ら
れ
て
く
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
い
水
準
の

検
査
が
可
能
で
す
。

　

条
件
に
よ
り
ま
す
が
、
特
定
健
診
や

事
業
所
の
健
診
と
セ
ッ
ト
で
受
診
す
る

こ
と
で
、
2,
0
0
0
円
か
1,
5
0
0

円
の
負
担
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
健
康
保
険
を
使
っ
た
通
常

診
療
で
は
、
3,
0
0
0
円
ほ
ど
の
自

己
負
担
で
、
さ
ら
に
超
音
波
検
査
を
加

え
る
と
、
4,
0
0
0
円
ほ
ど
で
受
診

が
で
き
ま
す
。

◆
今
回
導
入
し
た
装
置
に
つ
い
て

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
Ｘ
線
を
使
う

こ
と
か
ら
、
体
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
最
小
の
被
ば
く
で
検
査
す
る
こ
と

の
で
き
る
世
界
最
高
水
準
の
装
置
を
今

回
、
市
民
病
院
に
導
入
し
ま
し
た
。
ま

た
、
画
像
処
理
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

小
さ
な
ガ
ン
も
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、

乳
房
を
圧
迫
し
、
平
ら
に
し
て
撮
影
す

る
こ
と
か
ら
、
痛
み
を
伴
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
装
置
で
は
、
個
々
の
乳

房
に
あ
わ
せ
て
、
最
適
な
圧
迫
圧
力
を

細
か
く
設
定
で
き
、
圧
迫
時
の
痛
み
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
痛
み
を
軽
減

し
、
よ
り
快
適
に
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市民病院の放射線技師も研修や認定試験を
経て、高い技術水準で検査を行います。

乳がんの疑いがある白い影
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乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフィ）を更新しました乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフィ）を更新しました！乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフィ）を更新しました！
　

最
近
、
書
店
に
行
く
と
遺
言
ノ
ー
ト
、

終
末
医
療
、
緩
和
ケ
ア
、
ホ
ス
ピ
ス
な

ど
の
本
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
が
多
く
な
っ
た
の
は
、

自
分
の
最
期
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
人
、

整
理
し
た
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
は
元

気
な
う
ち
は
な
か
な
か
自
分
の
最
期
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
の
進
行
や
身
体
機
能
の
低
下
を
感

じ
た
時
に
初
め
て
、
「
自
分
の
死
」
と

い
う
も
の
も
考
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
決
し
て
避
け
て
通
る
こ
と

が
で
き
な
い
「
最
期
」
に
つ
い
て
、
自

分
の
想
い
や
、
希
望
す
る
形
を
考
え
る

機
会
に
な
る
よ
う
、
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ス
ス
メ
に
つ
い

て
お
届
け
し
ま
す
。

◆
『
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

　

ン
グ
』
っ
て
ど
ん
な
意
味
？

　
『
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
』
と
は
、「
将
来
も
し
自
分
に
意

思
決
定
能
力
が
な
く
な
っ
た
時
に
備
え

て
、
自
分
の
望
む
治
療
や
具
体
的
な
療

養
に
つ
い
て
、
事
前
に
話
し
合
う
過
程
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
様
々
な
選
択
が
迫
ら
れ
る
場
面

　

市
民
病
院
や
生
月
病
院
の
入
院
患
者

さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
で
、
自
分
の

意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難
な
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
突
然
意
識
を

な
く
し
、
入
院
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
は
、
病
気
の
療
養
に
お
い
て
、

選
択
を
迫
ら
れ
る
場
面
と
は
、
ど
ん
な

時
で
し
ょ
う
か
。

①
「
病
気
の
告
知
」　

②
「
再
発
・
進
行
」　

③
「
治
療
の
中
止
」　

④
「
終
末
期
の
治
療
」　
　
　
　
　
　

主
に
、
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
主
治
医

と
家
族
が
話
し
合
い
、
家
族
が
苦
渋
の

選
択
を
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
家
族
は
１
日
で
も
、
１

秒
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
う
も

の
で
す
が
、
意
識
の
無
い
患
者
さ
ん
を

看
護
す
る
中
で
、
こ
の
患
者
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ

う
、
今
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
、

ど
の
よ
う
な
最
期
を
望
ま
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
高
齢
で
ゆ
っ
く
り

と
身
体
機
能
が
低
下
し
、
病
気
の
進
行

と
と
も
に
死
を
迎
え
よ
う
と
す
る
患
者

さ
ん
が
自
分
の
人
生
、
自
分
ら
し
く
最

期
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

良
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
今
の
う
ち

か
ら
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
た
い
か

を
考
え
、
そ
れ
を
主
治
医
な
り
、
家
族

な
り
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

具
体
的
に
言
う
と
、

①
家
族
の
た
め
に
可
能
な
医
療
を
し
、

　

1
日
で
も
長
生
き
し
た
い
。

②
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
機
械
な
ど
は
付

　

け
て
ほ
し
く
な
い
。

③
御
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
、

　

何
も
せ
ず
自
然
に
看
取
っ
て
ほ
し
い
。

④
配
偶
者
を
お
い
て
逝
け
な
い
の
で
、

　

辛
い
治
療
も
頑
張
っ
て
受
け
た
い
。

⑤
家
族
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
、
静
か
に

　

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
。

◆
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

　

切
に

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
考
え
を
持

っ
て
い
ま
す
。
自
分
は
ど
の
よ
う
な
最

期
を
迎
え
た
い
の
か
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
、
家
族
な
ど
と
話
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方

は
、
本
人
が
ど
の
よ
う
な
最
期
を
過
ご

し
た
い
の
か
、
そ
れ
と
な
く
尋
ね
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
」
難
し
い
言
葉
で
す
か
、
頭
の
片

隅
に
少
し
で
も
留
め
て
も
ら
え
た
ら
幸

い
で
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
は
、
こ
の
９
月
に
、

乳
房
Ｘ
線
撮
影
装
置
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
）
を
最
新
機
種
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

近
年
関
心
の
高
ま
っ
て
い
る
乳
が
ん

の
早
期
発
見
に
効
果
的
と
言
わ
れ
て
お

り
、
市
民
病
院
で
も
、
検
診
な
ど
で
利

用
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の

紹
介
と
併
せ
て
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

◆
乳
が
ん
と
は

　

40
代
〜
50
代
の
女
性
の
罹
患
率
が
高

く
、
日
本
人
女
性
の
約
16
人
に
１
人
が

罹
患
す
る
病
気
で
す
。

　

乳
が
ん
は
、
乳
腺
の
石
灰
化
か
ら
始

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
灰
化
は
、

珍
し
い
症
状
で
は
な
く
、
健
康
な
人
で

も
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
撮
影
す
れ
ば
、

小
さ
な
点
が
確
認
で
き
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
が
集
ま
っ
て
発
生
す
る
よ
う
に
な

る
と
危
険
で
、
高
い
確
率
で
乳
が
ん
と

な
り
、
左
の
写
真
の
よ
う
に
、
白
い
影

の
塊
と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

◆
乳
が
ん
検
診
の
背
景

　

罹
患
し
て
死
亡
す
る
患
者
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

検
診
の 

「
質
」
が
大
き
な
問
題
で
す
。

今
ま
で
の
視
触
診
に
、
た
だ
単
に
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
を
追
加
す
る
だ
け
で
は
有

効
な
検
診
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
高
い
撮
影
技
術
と
高
度
な
読
影

力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
質

の
良
い
検
診
を
行
う
た
め
に
、
検
診
施

設
の
医
師
、
技
師
の
教
育
・
研
修
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
検
診
に
使
用
す
る
装

置
の
精
度
管
理
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
応
を
行
う
た
め
に
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
認
定
試
験
や
、
施
設

画
像
認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

撮
影
装
置
は
、
日
本
医
学
放
射
線
学

会
の
使
用
基
準
を
満
た
し
た
も
の
で
な

く
て
は
い
け
な
い
と
あ
ら
か
じ
め
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
し
、
撮
影
に
は
設
備
以

外
に
も
、
細
か
く
決
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
あ
り
、
特
殊
な
訓
練
を
積
ん

だ
医
師
と
放
射
線
技
師
で
な
け
れ
ば
正

確
に
検
査
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
認
定
試
験
は
、

合
格
率
30
％
か
ら
40
%
と
、
高
い
難
易

度
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
の
放
射
線
技
師
は
、
こ
れ

ら
の
認
定
試
験
に
お
い
て
、
Ａ
ラ
ン
ク

の
評
価
認
定
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
病
院
の
乳
が
ん
検
診

　

市
民
病
院
に
は
、
乳
腺
を
専
門
に
診

る
よ
う
な
医
師
や
読
影
の
プ
ロ
で
あ
る

放
射
線
科
の
医
師
が
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
通
じ
て
、

撮
影
し
た
画
像
を
専
門
の
放
射
線
科
読

影
医
に
送
信
し
、
そ
の
報
告
書
が
当
院

に
送
ら
れ
て
く
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
い
水
準
の

検
査
が
可
能
で
す
。

　

条
件
に
よ
り
ま
す
が
、
特
定
健
診
や

事
業
所
の
健
診
と
セ
ッ
ト
で
受
診
す
る

こ
と
で
、
2,
0
0
0
円
か
1,
5
0
0

円
の
負
担
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
健
康
保
険
を
使
っ
た
通
常

診
療
で
は
、
3,
0
0
0
円
ほ
ど
の
自

己
負
担
で
、
さ
ら
に
超
音
波
検
査
を
加

え
る
と
、
4,
0
0
0
円
ほ
ど
で
受
診

が
で
き
ま
す
。

◆
今
回
導
入
し
た
装
置
に
つ
い
て

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
Ｘ
線
を
使
う

こ
と
か
ら
、
体
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
最
小
の
被
ば
く
で
検
査
す
る
こ
と

の
で
き
る
世
界
最
高
水
準
の
装
置
を
今

回
、
市
民
病
院
に
導
入
し
ま
し
た
。
ま

た
、
画
像
処
理
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

小
さ
な
ガ
ン
も
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、

乳
房
を
圧
迫
し
、
平
ら
に
し
て
撮
影
す

る
こ
と
か
ら
、
痛
み
を
伴
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
装
置
で
は
、
個
々
の
乳

房
に
あ
わ
せ
て
、
最
適
な
圧
迫
圧
力
を

細
か
く
設
定
で
き
、
圧
迫
時
の
痛
み
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
痛
み
を
軽
減

し
、
よ
り
快
適
に
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市民病院の放射線技師も研修や認定試験を
経て、高い技術水準で検査を行います。

乳がんの疑いがある白い影
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・生姜汁  1ｇ　　
・塩　　 少々　
・みりん  4ｍｌ　
・料理酒　 小さじ1

（スープ）  
・だし汁　200ｍｌ　　
・濃口しょうゆ　２ｇ　
・薄口しょうゆ　8ｇ
・人参（せん切り）10ｇ
・小ねぎ　6ｇ

掲示板掲示板
 

　

9
月
12
日
〜
15
日
の
間
、
長
崎
大
学
保

険
学
科
で
、
看
護
学
・
理
学
療
法
士
学
・

作
業
療
法
士
学
を
専
攻
す
る
学
生
5
名
の

「
統
合
ケ
ア
実
習
」
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

「
統
合
ケ
ア
」
と
は
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
患
者
さ
ん
の
在
宅
療
養
生
活
上
の
問
題

点
を
理
解
し
、
解
決
策
を
多
職
種
の
共
同

作
業
で
導
き
出
し
、
実
践
す
る
療
養
方
式

で
す
。
こ
の
実
習
の
受
け
入
れ
は
、
今
年

度
で
13
回
目
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
や
生
活
環
境
は
多
様
化
し
て
お
り
、

独
居
、
老
々
介
護
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

多
職
種
が
チ
ー
ム
で
患
者
さ
ん
に
向
き

合
う
こ
と
は
、
市
民
病
院
が
実
践
し
て
い

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
基
本
で
す
。

　

今
後
も
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
の
も
と
、

実
習
施
設
と
し
て
将
来
の
医
療
人
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
の
療
養
病
棟
で
は
、
入
院
し

て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
感
じ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
年
に
数
回
、
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
７
月
６

日
に
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
短

冊
に
願
い
を
込
め
た
七
夕
飾
り
を
用
意
し
、

魚
釣
り
ゲ
ー
ム
や
玉
入
れ
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
職
員
が
田
助

ハ
イ
ヤ
節
を
披
露
し
、
手
拍
子
と
た
く
さ

ん
の
笑
顔
で
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

療
養
病
棟
は
、
寝
た
き
り
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
も
た
く
さ
ん
参
加

し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
で
、

看
護
師
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
元
気
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
入
院
生
活
が
少
し
で
も
明
る

く
な
り
、
快
方
に
向
か
う
よ
う
、
患
者
さ

ん
が
楽
し
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
病
院
と
生
月
病
院
は
、
双
方
の
病

院
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
の
発
表
や
外

部
講
師
を
招
い
た
講
演
な
ど
に
よ
り
、
両

病
院
の
医
療
水
準
が
向
上
す
る
よ
う
研
鑽

を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
生
月
病
院

を
会
場
と
し
て
、
９
月
10
日
（
土
）
に
開

催
に
地
域
の
方
を
お
招
き
し
て
、
両
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
研
究
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

生
月
病
院
の
看
護
部
か
ら
は
、
「
救
急

指
定
病
院
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
外
来

看
護
師
の
夜
間
当
直
が
確
保
さ
れ
な
い
た

め
、
救
急
の
受
け
入
れ
時
は
、
病
棟
看
護

師
が
対
応
し
て
お
り
、
救
急
処
置
の
行
わ

れ
る
Ｒ
Ｖ
室
の
救
急
カ
ー
ト
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、
処
置
対
応
を
迅
速
に
行
え
る

よ
う
に
し
た
」
と
の
事
例
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
日
々
の
努
力
と
、
問
題
意
識

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
患
者
満
足
度
の
高

い
病
院
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
受
け
入
れ

恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
を
開
催

市
立
病
院
院
内
研
究
会
を
開
催

掲示板掲示板掲示板

・キャベツ（4枚）　180ｇ　　　
（具）
　・鶏挽肉　　100ｇ　　 
　・玉ねぎ（みじん切）80ｇ　
　・卵　　10ｇ
　・パン粉　　15ｇ　　
　・牛乳　大さじ２

和風ロールキャベ
ツ

材料（２人分）

どっさり食べられる

キングオブ野菜

①　キャベツを、熱湯から芯が柔らかくなるまで煮る。キャベツの芯が柔ら
　かくなったらザルに入れて冷ます。キャベツの芯を削ぎ落とす。
　※切り取った芯をみじん切りし、具に入れてもよい。
②　みじん切りにした玉ねぎを柔らかくなるまで炒める。
③　パン粉に牛乳を浸しておく。
④　鶏挽肉、炒めた玉ねぎ、パン粉と牛乳、生姜汁、塩、みりん、料理酒、
　キャベツの芯を混ぜ合わせ、具を作る。
⑤　キャベツで具を包む。
⑥　だし汁と調味料で作ったスープで20分ほど煮込む。
⑦　茹でた人参と小ねぎを盛り付けたら出来上がり！！

　食卓にもよく登場するキャベツですが、このところ天候不順により、その価格が乱高下し
家計を直撃することがあります。それだけ、家庭料理にはなくてはならない野菜だと言えま
すね。そんなキャベツには、ぜひ注目してほしいビタミンが豊富に含まれています。
ビタミンＣ、Ｋ
　ビタミンＣは、ご存じのとおり、風邪の予防や疲労の回復、肌荒れなどに効果があり、ビタミンＫは血液の
凝固促進や骨の形成に貢献しています。
ビタミンＵ（キャベジン）
　キャベジンと呼ばれるビタミンＵを含んでいますが、これは胃や十二指腸などに対する抗潰瘍作用がありま
す。とんかつなどの付け合せでキャベツが多いのは、揚げ物による胸焼けを防ぐ効果も期待できるからです。

すが、このところ天候不順

キャベツキャベツ

1日350ｇの野菜を摂ろう1日350ｇの野菜を摂ろう

キャベツ

1日350ｇの野菜を摂ろう
　平成23年度長崎県健康・栄養調査によると、日本人の１日の野菜摂取量は、最も
多い60代が297ｇで、最も少ない30代が218ｇとなっています。野菜の最適摂取量
は、1日350ｇ以上と言われており、これを満たしている人は、４人に1人しかいま
せん。
　野菜に含まれる栄養素は、体内で大切な働きを多くしています。1日350ｇ（うち
緑黄色野菜120ｇ）以上食べることをめざし、野菜パワーでカラダを元気に保ちましょう！

《野菜に含まれている栄養素のはたらき》
①　丈夫なからだをつくる（ビタミンCのコラーゲンの合成など）
②　高血圧予防（ナトリウムを体外に排泄するカリウムが豊富に含まれている）
③　骨粗しょう症予防（カルシウムは小松菜や水菜、春菊、チンゲン菜などの葉物野菜、大根やかぶの葉など
　に多く含まれている）
④　糖尿病や高脂血症、肥満などの予防（食物繊維は、食事からの糖質や脂質の吸収をゆるやかにする働きが
　ある）
⑤　若さを保つ（ビタミンAやCなどの抗酸化物質も豊富に含まれているので、若々しいからだの維持につながる）
　　　　　　　　　※腎臓の機能が低下している方は、野菜の摂り方を制限される場合がありますので、主治医にご相談ください。

作り方
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市
民
病
院
と
生
月
病
院
は
、
双
方
の
病

院
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
の
発
表
や
外

部
講
師
を
招
い
た
講
演
な
ど
に
よ
り
、
両

病
院
の
医
療
水
準
が
向
上
す
る
よ
う
研
鑽

を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
生
月
病
院

を
会
場
と
し
て
、
９
月
10
日
（
土
）
に
開

催
に
地
域
の
方
を
お
招
き
し
て
、
両
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
研
究
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

生
月
病
院
の
看
護
部
か
ら
は
、
「
救
急

指
定
病
院
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
外
来

看
護
師
の
夜
間
当
直
が
確
保
さ
れ
な
い
た

め
、
救
急
の
受
け
入
れ
時
は
、
病
棟
看
護

師
が
対
応
し
て
お
り
、
救
急
処
置
の
行
わ

れ
る
Ｒ
Ｖ
室
の
救
急
カ
ー
ト
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、
処
置
対
応
を
迅
速
に
行
え
る

よ
う
に
し
た
」
と
の
事
例
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
日
々
の
努
力
と
、
問
題
意
識

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
患
者
満
足
度
の
高

い
病
院
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
受
け
入
れ

恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
を
開
催

市
立
病
院
院
内
研
究
会
を
開
催

掲示板掲示板掲示板

・キャベツ（4枚）　180ｇ　　　
（具）
　・鶏挽肉　　100ｇ　　 
　・玉ねぎ（みじん切）80ｇ　
　・卵　　10ｇ
　・パン粉　　15ｇ　　
　・牛乳　大さじ２

和風ロールキャベ
ツ

材料（２人分）

どっさり食べられる

キングオブ野菜

①　キャベツを、熱湯から芯が柔らかくなるまで煮る。キャベツの芯が柔ら
　かくなったらザルに入れて冷ます。キャベツの芯を削ぎ落とす。
　※切り取った芯をみじん切りし、具に入れてもよい。
②　みじん切りにした玉ねぎを柔らかくなるまで炒める。
③　パン粉に牛乳を浸しておく。
④　鶏挽肉、炒めた玉ねぎ、パン粉と牛乳、生姜汁、塩、みりん、料理酒、
　キャベツの芯を混ぜ合わせ、具を作る。
⑤　キャベツで具を包む。
⑥　だし汁と調味料で作ったスープで20分ほど煮込む。
⑦　茹でた人参と小ねぎを盛り付けたら出来上がり！！

　食卓にもよく登場するキャベツですが、このところ天候不順により、その価格が乱高下し
家計を直撃することがあります。それだけ、家庭料理にはなくてはならない野菜だと言えま
すね。そんなキャベツには、ぜひ注目してほしいビタミンが豊富に含まれています。
ビタミンＣ、Ｋ
　ビタミンＣは、ご存じのとおり、風邪の予防や疲労の回復、肌荒れなどに効果があり、ビタミンＫは血液の
凝固促進や骨の形成に貢献しています。
ビタミンＵ（キャベジン）
　キャベジンと呼ばれるビタミンＵを含んでいますが、これは胃や十二指腸などに対する抗潰瘍作用がありま
す。とんかつなどの付け合せでキャベツが多いのは、揚げ物による胸焼けを防ぐ効果も期待できるからです。

すが、このところ天候不順

キャベツキャベツ

1日350ｇの野菜を摂ろう1日350ｇの野菜を摂ろう

キャベツ

1日350ｇの野菜を摂ろう
　平成23年度長崎県健康・栄養調査によると、日本人の１日の野菜摂取量は、最も
多い60代が297ｇで、最も少ない30代が218ｇとなっています。野菜の最適摂取量
は、1日350ｇ以上と言われており、これを満たしている人は、４人に1人しかいま
せん。
　野菜に含まれる栄養素は、体内で大切な働きを多くしています。1日350ｇ（うち
緑黄色野菜120ｇ）以上食べることをめざし、野菜パワーでカラダを元気に保ちましょう！

《野菜に含まれている栄養素のはたらき》
①　丈夫なからだをつくる（ビタミンCのコラーゲンの合成など）
②　高血圧予防（ナトリウムを体外に排泄するカリウムが豊富に含まれている）
③　骨粗しょう症予防（カルシウムは小松菜や水菜、春菊、チンゲン菜などの葉物野菜、大根やかぶの葉など
　に多く含まれている）
④　糖尿病や高脂血症、肥満などの予防（食物繊維は、食事からの糖質や脂質の吸収をゆるやかにする働きが
　ある）
⑤　若さを保つ（ビタミンAやCなどの抗酸化物質も豊富に含まれているので、若々しいからだの維持につながる）
　　　　　　　　　※腎臓の機能が低下している方は、野菜の摂り方を制限される場合がありますので、主治医にご相談ください。

作り方
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外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー
■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院

※月・水・金曜日の午後「△」は輪番制です。
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【特集】　平成27年度　病院事業決算報告
田川七左衛門外伝
お試しください!　外来リハビリ
SUMMER CAMP in HIRADO
乳房X線撮影装置（マンモグラフィ）を更新しました!
アドバンス・ケア・プランニングのすすめ
掲示板
栄養管理室だより「いっただきまーす」
外来診療カレンダー

担当医師 診療科

担当医師 診療科 所属 診療日

担当医師 診療科 所属 診療日

山下　雅巳

小村　哲永

中村　　宏

石塚　由実子

内科

内科

内科／外科

内科／外科

月
午前 午後

担当医師 診療科 月
午前 午後

 火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木 金
午前 午後 午前 午後

池田　柊一

押淵　　徹

鮫島　志郎

堤　　竜二

飯野　俊之

濵田　貴幸

鮫島　直美

中桶　了太

折出　光敏

九州大学派遣医師

内科

外科

救急科

外科

内科

小児科／外科

整形外科

内科

内科

眼科

○

○

○

 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

△

　

○

△

△

○

　

　

○

○

 

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

　

　

○

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

△

　

○

△

△

調　　　漸

徳永　　毅

賀來　　俊

北川　直毅

田中　奈津美

神経内科

透析

内科

脳神経外科

整形外科

長崎大学病院

徳永泌尿器科医院

井上病院

長崎労災病院

長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）       

毎週土曜日

毎月第１、第３火曜日

毎月第２火曜日

毎週火曜日午前中       

○

○

○

○

　

　

　

○

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

○

　

○

　

山崎　　隆

小林　　誠

折出　光敏
池田　柊一
松永　和雄
前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

整形外科
血液内科
循環器科
眼科

青洲会病院
 
 
 

平戸市民病院
平戸市民病院

伊万里有田共立病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11月14日（月）～18日（金）午前中       
12月12日（月）～16日（金）午前中       
１月16日（月）～20日（金）午前中       
小林医師が診察する週以外の火曜日（午後のみ）       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
３ヵ月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）       


